
　
第
156
回
親
和
会
総
会
・
懇
親
会
は
平
成
19
年

10
月
20
日
（
土
）
16
時
か
ら
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
に
お
い
て
127
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
盛

会
の
う
ち
に
進
行
し
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
溝
部
事
務
局
長
よ
り
平
成
18
年

度
会
計
報
告
、
事
務
局
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　
総
会
に
引
き
続
い
て
開
催
さ
れ
た
懇
親
会
で

は
、
今
回
の
担
当
幹
事
か
ら
の
挨
拶
に
続
い
て
、

加
治
久
継
会
長
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

瀬
田
重
敏
様
の
ご
発
声
に
よ
る
乾
杯
を
か
わ
き

り
に
宴
が
始
ま
り
ま
し
た
。
47
階
か
ら
の
眺
望

の
も
と
に
、
同
窓
の
新
た
な
交
流
が
広
が
っ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
懇
親
会
中
盤
に
は
、
大
学
院
親
和
会
ス
ポ
ー

ツ
大
会
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
続
い
て
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
「
我
が
研
究
室
自
慢
」
と
題
し

て
工
学
部
5
号
館
の
応
用
化
学
専
攻
橋
本
研
究

室
、
化
学
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
越
研
究
室
、
化

学
生
命
工
学
専
攻
野
崎
研
究
室
の
大
学
院
生
に

よ
り
、
研
究
室
の
日
ご
ろ
の
生
活
や
研
究
室
旅

行
や
研
究
室
内
の
ゼ
ミ
な
ど
の
様
子
を
楽
し
く

説
明
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
現
在
の
学
生
の
活

動
の
様
子
を
通
し
て
、
学
生
時
代
に
思
い
を
馳

せ
た
り
、
当
時
と
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
海
外

へ
の
研
究
室
旅
行
な
ど
多
々
あ
っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
そ
の
後
、
学
生
の
ア
カ
ペ
ラ
の

B
G
M
の
も
と
で
、
し

ば
し
の
歓
談
の
後
、
次

期
幹
事
か
ら
の
挨
拶
が

あ
り
、
北
澤
宏
一
副
会

長
か
ら
閉
会
の
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
ご
出
席
い

た
だ
い
た
方
々
に
深
く

感
謝
い
た
し
ま
す
。
企

画
の
準
備
が
進
ま
な
い

中
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
受
け
て
い

た
だ
き
、
ぶ
っ
つ
け
本
番
の
状
況
で
も
、
み
ご

と
に
会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
後
輩
た
ち
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。
い
っ
し
ょ
に
学
ん
だ
仲
間
が

い
て
、
続
く
若
い
メ
ン
バ
ー
が
わ
い
わ
い
し
て

い
る
そ
ん
な
会
に
次
回
も
参
加
し
て
、
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

平成18年度繰越金
年会費
寄付
利息   

　合　　　　計

4,779,450
4,699,480
25,770
212

9,504,912

会報印刷費
通信費
親和会組織化費
第155回親和会補填
大学院親和会支援費
事務局運営費

　合　　　　計
 

510,740
978,125
32,000
95,370
93,712

1,358,953

3,068,900

6,436,012

《
平
成
18
年
度
会
計
報
告
》

繰
越

支
出
の
部

収
入
の
部

第
156
回
親
和
会
運
営
幹
事
代
表

生
産
技
術
研
究
所
教
授

　
　
　
　
　
井
上
博
之
（
昭
和
57
年
卒
）

日　　時：平成２０年１１月２２日（土）
　　　　　１７：００～１９：００
場　　所：京王プラザホテル（新宿）４階　花
企　　画：『輝ける５号館の化学・生命系』
　　　　　現在の学科・専攻のご紹介を致し
　　　　　ます。お楽しみに！
運営幹事：昭和５８年卒・平成５年卒



リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

近
況
報
告（
古
稀
を
迎
え
て
）

佐
藤
　
公
彦
（
昭
和
35
年
卒
）

18
　
早
い
も
の
で
退

職
し
て
４
年
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い

る
。
こ
の
間
、
高

校
卒
業
50
周
年
記

念
行
事
、
中
学
、

高
校
同
期
の
古
希

の
会
、
大
学
同
期
の
集
ま
り
、
更
に
は
国
民
健
康

保
険
の
前
期
高
齢
者
該
当
通
知
書
受
領
な
ど
自
分

の
年
齢
を
意
識
さ
せ
ら
れ
る
行
事
が
続
い
て
い
る
。

こ
の
度
編
集
子
よ
り
「
リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
」
へ

の
投
稿
お
誘
い
を
頂
き
、
こ
の
紙
上
を
お
借
り
し

て
近
況
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
幸
い
健
康
に

は
恵
ま
れ
て
お
り
、
住
ん
で
い
る
地
域
の
散
策
や

史
跡
の
探
訪
、
好
き
な
ゴ
ル
フ
、
学
生
時
代
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ス
を
専
攻
し
た
こ
と
か
ら
趣
味
と
し
て
の

釉
薬
い
じ
り
と
陶
芸
教
室
通
い
、
ま
た
些
か
で
も

社
会
と
の
繋
が
り
を
と
財
団
法
人
活
動
へ
の
参
画

な
ど
結
構
忙
し
く
過
ご
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
こ

れ
ら
の
い
く
つ
か
を
思
い
つ
く
ま
ま
に
記
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

（
１
）
地
域
散
策
―
筆
者
の
住
む
栄
区
は
横
浜
市

の
最
南
部
に
あ
る
。
昭
和
40
年
代
か
ら
大
規
模

な
宅
地
開
発
が
行
わ
れ
、
住
宅
地
域
と
し
て
大

き
く
変
貌
を
遂
げ
て
き
た
。
か
く
い
う
筆
者
自

身
も
昭
和
47
年
こ
こ
の
住
人
と
な
っ
て
お
り
、

今
日
ま
で
自
然
環
境
の
変
化
を
つ
ぶ
さ
に
見
て

き
た
。
退
職
後
パ
ソ
コ
ン
教
室
に
通
い
、
平
成

17
年
３
月
か
ら
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
制
作
に
着

手
、
ネ
ッ
ト
上
に
開
設
し
た
。
題
材
と
し
て
地

元
の
散
策
を
取
り
上
げ
、
折
々
の
写
真
に
よ
る

自
然
景
観
の
紹
介
や
歴
史
散
策
の
内
容
を
纏
め

て
い
る
。
栄
区
の
シ
ン
ボ
ル
・
リ
バ
ー
で
あ
る

「
い
た
ち
川
」
は
、
そ
の
源
流
部
は
自
然
の
姿

を
と
ど
め
る
と
と
も
に
、
下
流
部
は
両
岸
沿
い

に
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
等
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、

ゆ
っ
た
り
と
散
策
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
区
役

所
か
ら
は
「
い
た
ち
川
散
策
マ
ッ
プ
」
が
発
行

さ
れ
て
お
り
参
考
に
な
る
。
こ
の
地
区
に
は
縄

文
中
期
の
石
器
が
出
土
し
た
遺
跡
や
7
〜
9
世

紀
に
か
け
て
「
た
た
ら
製
鉄
」
が
行
わ
れ
た
製

鉄
遺
跡
も
あ
り
、
出
雲

人
が
到
来
し
た
で
あ
ろ

う
昔
が
偲
ば
れ
る
。
こ

う
し
て
「
里
の
自
然
―

水
辺
の
保
全
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
維
持
し
、
昨

年
に
はY

ah
oo

とG
oo-

gle

の
検
索
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。

（http://w
w
w
17.ocn.ne.jp/

〜sam
p177/

） 

　
郷
土
史
を
知
る
に
は
や
は
り
地
元
の
図
書
館

が
豊
富
な
資
料
を
揃
え
て
い
る
。
最
近
で
は

時
々
図
書
館
に
出
向
き
、
史
跡
の
来
歴
を
調
べ

現
地
を
訪
ね
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

（
２
）（
財
）三
河
郷
友
会
活
動
へ
の
参
画
―
筆
者

は
専
門
課
程
（
昭
和
33
年
４
月
〜
35
年
３
月

末
）
の
間
、
地
下
鉄
丸
の
内
線
茗
荷
谷
駅
の
近

く
に
あ
る
三
河
郷
友
会
学
生
寮
か
ら
通
学
し
た
。

こ
の
寮
は
明
治
33
年
７
名
の
寮
生
で
発
足
、
場

所
は
移
っ
た
が
今
日
ま
で
連
綿
と
し
て
続
い
て

い
る
。
愛
知
県
東
三
河
地
域
出
身
の
学
生
を
対

象
と
し
て
お
り
、
経
済
的
に
厳
し
い
家
庭
の
子

供
も
、
東
京
に
出
て
高
等
教
育
が
受
け
ら
れ
る

環
境
が
提
供
さ
れ
て
き
た
。
寮
で
は
郷
里
を
同

じ
く
す
る
気
安
さ
と
、
学
生
仲
間
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
日
頃
互
い
に
刺
激
し
あ
い
な
が
ら
楽
し

く
生
活
が
で
き
た
。
そ
の
お
蔭
で
卒
業
後
も
交

流
を
続
け
て
い
る
友
人
も
多
く
、
人
と
人
の
繋

が
り
が
出
来
た
学
生
寮
で
あ
っ
た
と
今
も
懐
か

し
く
思
い
出
し
て
い
る
。
財
団
法
人
三
河
郷
友

会
の
設
立
は
１
９
２
２
年
5
月
、
こ
の
学
生
寮

か
ら
巣
立
っ
た
学
生
は
２
千
人
に
な
ろ
う
と
し

て
い
る
。
平
成
11
年
５
月
、
三
河
郷
友
会
か
ら

理
事
と
し
て
財
団
の
運

営
に
参
画
し
て
欲
し
い

と
の
要
請
を
受
け
た
。

当
時
、
筆
者
は
旭
硝
子

財
団
の
専
務
理
事
に
就

い
て
お
り
、
公
益
法
人

の
運
営
に
若
干
な
じ
み

を
も
っ
て
い
た
。
こ
う

し
て
、
学
生
時
代
受
け
た
恩
を
次
の
世
代
を
担

う
今
の
寮
生
に
少
し
で
も
お
返
し
で
き
れ
ば
幸

い
だ
と
の
気
持
ち
で
、
理
事
を
お
引
き
受
け
し

今
日
に
至
っ
て
い
る
。
し
か
し
日
頃
寮
生
に
接

し
、
助
言
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
理
事
の
言
葉
を

借
り
れ
ば
、
学
生
気
質
の
変
化
で
今
の
寮
生
か
ら

は
”胸
襟
を
開
い
た
心
か
ら
の
付
き
合
い
“が
出
来

に
く
く
な
っ
て
い
る
と
の
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い

る
。
新
し
い
時
代
を
担
う
人
材
を
ど
の
よ
う
に

育
て
て
い
く
か
―
学
生
寮
の
存
在
意
義
が
問
わ

れ
る
難
し
い
時
代
に
入
っ
て
き
た
こ
と
が
実
感

さ
れ
る
。

HP里の自然―水辺の保全より
宝陀山玉泉寺



40
年

井
上
祥
平
（
平
成
６
年
退
官
）

越
　
　
光
男 

教
授
　
　
定
年
退
職
　
社
会
連
携
講
座
特
任
教
授

金
　
　
幸
夫 

准
教
授
　
茨
城
大
学
理
学
部
教
授

火
原
　
彰
秀 

講
師
　
　
生
産
技
術
研
究
所
物
質･

環
境

　
　
　
　
　
　
　
　 

　
系
部
門
准
教
授

石
川
　
明
生 

助
教
　
　
退
職

小
林
　
由
香 

助
教
　
　
早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
助
教

須
佐
　
秋
生 

助
教
　
　
広
島
大
学
工
学
研
究
科
助
教

田
代
健
太
郎 

助
教
　
　
物
質
・
材
料
研
究
機
構
有
機

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
ナ
ノ
セ
ン
タ
ー
主
幹
研
究
員

津
田
　
明
彦 

助
教
　
　
神
戸
大
学
理
学
研
究
科
化
学
准
教
授

吉
沢
　
道
人 

助
教
　
　
東
京
工
業
大
学
資
源
化
学
研
准
教
授

山
本
　
光
夫 
助
教
　
　
教
養
学
部
附
属
教
養
教
育
開
発

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
機
構
特
任
講
師

中
丸
　
典
子 

係
長
　
　
本
部
事
務
組
織
教
育
・
学
生
支
援
係
長

柳
澤
　
高
広 

専
門
職
員
　
総
合
文
化
研
究
科
総
務
課
職
員
係

手
塚
　
　
綾 

一
般
職
員
　
退
職

　
私
は
1
9
6
5
年
に
京
大
の
助
手
か
ら
本
学
合

成
化
学
科
の
講
師
と
し
て
着
任
、
助
教
授
、
教
授

を
経
て
1
9
9
4
年
に
退
官
し
た
。
29
年
間
の
在

籍
で
あ
る
。
こ
の
小
文
の
表
題
の
「
40
年
」
は
、

そ
れ
に
ほ
ぼ
十
年
を
加
え
た
、
私
の
研
究
の
一
つ

が
今
日
ま
で
た
ど
っ
た
歳
月
で
あ
る
。

　
1
9
6
8
年
、
私
は
二
酸
化
炭
素
を
直
接
原
料

の
一
つ
と
す
る
高
分
子
の
合
成
反
応
を
世
界
で
は

じ
め
て
発
見
し
た
。
二
酸
化
炭
素
と
エ
ポ
キ
シ
ド

が
共
重
合
し
て
交
互
に
つ
な
が
り
脂
肪
族
ポ
リ

カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
に
な
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

不
活
性
で
安
定
と
思
わ
れ
て
い
た
二
酸
化
炭
素
が

高
分
子
の
原
料
に
な
る
と
い
う
の
で
、
多
く
の
人

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
っ
た
。
今
で
は
二
酸
化
炭

素
と
地
球
の
温
暖
化
と
の
関
係
の
有
無
に
つ
い
て

様
々
に
論
じ
ら
れ
る
が
、
こ
の
発
見
の
当
時
は
そ

の
よ
う
な
議
論
は
な
か
っ
た
。

　
そ
れ
よ
り
前
、
京
大
の
博
士
課
程
の
学
生
の
頃
、

私
は
プ
ロ
ピ
レ
ン
オ
キ
シ
ド
の
不
斉
選
択
重
合

（
重
合
反
応
に
お
け
る
速
度
論
的
光
学
分
割
）
の

初
め
て
の
例
を
見
出
し
、
大
い
に
気
を
よ
く
し
て

い
た
。
そ
の
関
連
で
エ
ポ
キ
シ
ド
と
環
状
酸
無
水

物
の
共
重
合
（
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
が
で
き
る
）
を
調

べ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
中
で
二
酸
化
炭
素
も
エ

ポ
キ
シ
ド
と
共
重
合
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
よ
う
に
な
っ

た
。
手
短
に
い

え
ば
、
二
酸
化

炭
素
も
炭
酸
の

無
水
物
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

当
時
私
は
鶴
田

禎
二
教
授
の
研
究
室
の
助
教
授
だ
っ
た
が
、
博
士

課
程
の
学
生
だ
っ
た
鯉
沼
秀
臣
君
に
声
を
か
け
て

み
た
。
鯉
沼
君
は
そ
の
頃
ケ
イ
素
を
含
む
置
換
基

を
持
つ
エ
ポ
キ
シ
ド
の
重
合
の
研
究
を
し
て
い
た

が
、
こ
の
話
に
快
く
乗
っ
て
く
れ
、
実
験
を
は
じ

め
た
。
試
み
は
意
外
に
す
ん
な
り
と
実
現
し
、
ジ

エ
チ
ル
亜
鉛
―
水
系
触
媒
に
よ
っ
て
二
酸
化
炭
素

と
プ
ロ
ピ
レ
ン
オ
キ
シ
ド
が
交
互
に
つ
な
が
り
コ

ポ
リ
マ
ー
が
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
1
9
6
8
年
と
い
え
ば
「
東
大
闘
争
」
の
真
っ

只
中
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
だ
ん
だ
ん
と
内
省
的
な

色
合
い
を
強
め
、
大
学
そ
の
も
の
の
意
味
を
問
う

こ
と
に
も
な
っ
た
。
学
生
と
教
官
は
も
と
よ
り
、

教
官
同
士
で
も
様
々
の
議
論
を
し
た
。
最
近
、

1
9
2
5
年
生
ま
れ
の
歴
史
家
、
色
川
大
吉
氏
の

著
「
若
者
が
主
役
だ
っ
た
こ
ろ
―
わ
が
60
年
代
」

（
岩
波
書
店
、
2
0
0
8
）
が
出
た
が
、
あ
の
こ

ろ
は
「
若
者
」
で
な
い
者
も
若
か
っ
た
よ
う
に
思

う
。

　
研
究
は
そ
の
後
モ
ノ
マ
ー
、
触
媒
の
拡
張
へ
と

展
開
し
た
。
国
内
外
の
他
の
研
究
室
で
も
よ
り
有

効
な
触
媒
を
求
め
て
多
く
の
研
究
が
行
わ
れ
た
。

日
本
や
ア
メ
リ
カ
の
企
業
も
工
業
化
に
関
心
を
示

し
た
。
私
自
身
は
光
合
成
を
念
頭
に
ポ
ル
フ
ィ
リ

ン
錯
体
の
研
究
を
始
め
た
。
こ
こ
で
主
力
に
な
っ

た
の
が
当
時
大
学
院
生
の
相
田
卓
三
君
で
あ
る
。

研
究
は
1
9
8
0
年
代
に
は
一
段
落
と
い
う
感
が

あ
っ
た
が
、
90
年
代
に
入
っ
て
ア
メ
リ
カ
で
構
造

が
明
確
で
よ
り
活
性
の
高
い
錯
体
触
媒
が
報
告
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
新
た
な
展
開
を
見
せ
て
い
る
。

野
崎
京
子
さ
ん
は
光
学
活
性
錯
体
に
よ
る
二
酸
化

炭
素
と
シ
ク
ロ
ヘ
キ
セ
ン
オ
キ
シ
ド
の
共
重
合
で

新
し
い
タ
イ
プ
の
不
斉
重
合
を
見
出
し
た
。

　
数
年
前
か
ら
中
国
で
こ
の
コ
ポ
リ
マ
ー
の
工
業

的
な
生
産
が
始
ま
り
、
日
本
発
の
こ
の
研
究
の
実

用
化
を
日
本
で
も
、
と
の
声
が
起
こ
り
、
最
近
い

く
つ
か
の
企
業
が
参
加
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
検

討
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
牽
引
役
を
し
て
い
る
の
が

鯉
沼
君
と
野
崎
さ
ん
で
あ
る
。
発
見
か
ら
40
年
、

二
酸
化
炭
素
と
い
う
物
質
を
介
し
て
の
、
私
の

「
温
故
知
新
」
で
あ
る
。

▲今回幹事の皆さん、ありがとうございました。
▼次回幹事の皆さん、よろしくお願いします。



米
田
幸
夫
先
生
の
ケ
ミ
カ
ル
・

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
サ
イ
エ
ン
ス

斉
藤
泰
和
（
昭
和
31
年
卒
）
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米
田
幸
夫
先
生

は
、
亀
山
直
人
教

授
・
牧
島
象
二
助

教
授
・
向
坊
隆
講

師
の
研
究
室
で
電

気
化
学
を
専
攻
、

マ
グ
ネ
タ
イ
ト
電

極
の
ご
研
究
が
生
涯
の
テ
ー
マ
・
触
媒
科
学
に

繋
が
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
25
年
、
工

業
化
学
第
一
講
座
（
工
業
物
理
化
学
）
が
新
設

さ
れ
、
そ
の
選
任
助
教
授
と
し
て
終
始
牧
島
教

授
を
支
え
ら
れ
た
。
牧
島
先
生
は
卒
論
生
に
魅

力
的
な
新
テ
ー
マ
を
次
々
与
え
ら
れ
な
が
ら
も
、

附
置
研
究
所
の
理
工
研
専
任
、
工
学
部
兼
任
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
米
田
先
生
の
め
ざ
ま
し
い

ご
活
躍
は
必
然
の
帰
結
で
あ
る
。
牧
島
先
生
・

米
田
先
生
は
講
義
が
明
快
で
、
卒
論
配
属
で
の

人
気
が
高
か
っ
た
。
平
井
英
史
先
生
は
そ
の
第

一
期
生
で
あ
る
。

　
昭
和
36
年
創
設
さ
れ
た
合
成
化
学
第
五
講
座

（
工
業
触
媒
化
学
）
は
、
先
生
の
触
媒
化
学
に

対
す
る
夢
を
実
現
す
る
何
よ
り
の
舞
台
と
な
っ

た
。
先
生
は
か
ね
て
理
学
部
流
の
触
媒
化
学
と

は
一
線
を
画
す
る
、
工
学
部
な
ら
で
は
の
触
媒

サ
イ
エ
ン
ス
を
創
り
上
げ
た
い
と
考
え
て
来
ら

れ
た
。
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
「
触
媒
設
計
」
。
化

学
反
応
や
触
媒
物
質
を
単
に
推
定
す
る
の
で
は

な
く
具
体
的
に
つ
く
る
こ
と
の
で
き
る
学
問
の

体
系
化
に
、
強
い
意
欲
を
お
持
ち
だ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
手
が
か
り
と
さ
れ
た
の
は
、
線
型
自

由
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
の
固
体
触
媒
へ
の
展
開
、

酸
強
度
・
酸
化
力
分
布
を
通
し
て
の
触
媒
物
性

測
定
で
あ
っ
た
。
理
学
部
流
触
媒
化
学
者
の
共

感
を
得
た
と
は
言
い
難
い
が
、
ソ
連
ノ
ボ
シ
ビ

ル
ス
ク
の
触
媒
研
究
所
長
ボ
レ
ス
コ
フ
教
授
の

よ
う
に
米
田
流
ア
プ
ロ
ー
チ
を
よ
く
理
解
し
た

方
々
も
居
り
、
昭
和
43
年
国
際
触
媒
会
議
（
モ

ス
ク
ワ
）
に
お
け
る
プ
レ
ナ
リ
ー
・
レ
ク
チ
ュ

ア
と
し
て
、
先
生
の
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
触
媒
の

工
学
が
世
界
に
発
信
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
先
生
は
暗
算
に
強
く
計
数
に
明
る
く
、
電
子

計
算
機
が
導
入
さ
れ
る
や
、
直
ち
に
先
生
な
ら

で
は
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
「
計
算
機
工
業
化
学
」

の
研
究
を
始
め
ら
れ
た
。
当
時
、
化
学
者
の
間

で
は
、
計
算
機
の
能
力
は
情
報
検
索
や
非
経
験

法
量
子
化
学
の
よ
う
な
数
値
計
算
に
生
か
さ
れ

る
と
受
け
取
ら
れ
て
い
て
、
化
学
の
論
理
に

よ
っ
て
新
物
質
・
新
反
応
を
創
造
す
る
た
め
の
、

設
計
指
向
の
計
算
機
利
用
は
他
に
類
を
見
な
い

も
の
で
あ
っ
た
。
先
生
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
ご
著

書
「
ケ
モ
グ
ラ
ム
」
（
丸
善
、
1
9
7
2
）、C

at-

alysis 
T
oday 

特
集
号
（
1
9
5
5
）
と
な
っ

て
実
り
、
日
本
化
学
会
情
報
科
学
部
会
の
初
代

部
会
長
や
科
学
技
術
庁
の
材
料
・
反
応
設
計
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
ご
活
躍
に

繋
が
る
。
触
媒
化
学
を
支
え
る
工
学
と
し
て
の

計
算
機
化
学
も
、
先
生
の
夢
で
あ
っ
た
。

　
戦
時
・
戦
後
の
食
糧
不
足
時
代
を
生
き
、
第

一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
の
物
価
暴
騰
・
構
造

不
況
に
直
面
し
先
生
が
提
起
さ
れ
た
「
サ
バ
イ

バ
ル
・
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
」
（
化
学
と
工
業
、

1
9
7
6
）
は
、
セ
ル
ロ
ー
ス
可
食
化
の
た
め

の
酵
素
、
海
水
か
ら
の
ウ
ラ
ン
採
取
用
イ
オ
ン

交
換
体
な
ど
を
開
発
目
標
に
例
示
さ
れ
て
い
る
。

地
球
レ
ベ
ル
で
将
来
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
私

ど
も
に
と
っ
て
、
今
な
お
示
唆
に
富
む
。
そ
の

基
軸
と
な
る
「
愛
さ
れ
る
化
学
」
は
、
先
生
の

か
ね
て
指
向
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　
学
問
に
対
す
る
情
熱
で
学
生
を
圧
倒
し
た
先

生
の
真
骨
頂
は
、
基
礎
科
学
に
裏
付
け
ら
れ
化

学
を
基
軸
と
し
た
工
学
（
ケ
ミ
カ
ル
・
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
・
サ
イ
エ
ン
ス
）
だ
っ
た
、
と
思

わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
東
大
紛
争
の
と
き
先
生
は
働
き
盛

り
、
工
学
部
学
生
委
員
長
と
し
て
学
生
の
相
手

を
引
き
受
け
、
向
坊
特
別
補
佐
を
支
え
た
。
先

生
に
元
気
付
け
ら
れ
、
明
る
い
気
持
ち
に
な
っ

た
人
は
多
い
。

　
い
つ
も
大
声
で
豪
快
な
笑
い
声
、
お
酒
好
き
、

飲
ん
で
の
話
が
好
き
。
丁
友
会
園
遊
会
で
は
オ

ハ
コ
の
「
俺
は
村
中
で
一
番
」
を
朗
々
と
。

　
先
生
の
想
い
出
は
尽
き
な
い
。

　
親
和
会
に
つ
い
て
の
理
解
が
学
生
達
の
間
で

か
な
り
し
っ
か
り
し
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
は
、
研
究
室
対
抗
の
野
球
、
バ

レ
ー
、
サ
ッ
カ
ー
３
大
会
に
つ
い
て
、
３
位
ま

で
の
チ
ー
ム
に
景
品
を
出
す
こ
と
と
し
、
そ
の

表
彰
を
親
和
会
懇
親
会
会
場
に
各
チ
ー
ム
の
学

生
を
招
待
し
て
開
催
し
て
い
る
こ
と
が
大
き

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
は
先

生
方
や
事
務
室
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
学
位

記
授
与
式
の
際
に
、
卒
業
・
終
了
後
の
連
絡
先

を
各
学
生
に
書
き
残
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
、
名
簿
の
作
成
に
大
き
な
助
け
と
な
る
と

と
も
に
、
学
生
達
に
は
同
窓
会
と
し
て
の
親
和

会
を
改
め
て
認
識
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
会
員
の
方
々
に

は
、
さ
ら
に
親
和
会
に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご
支

援
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、
新
た
な
仕
組
み
を
作

る
こ
と
も
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、

ど
う
ぞ
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
度
中
に
は
、
有
志
の
方
々
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
新
た
に

立
ち
上
げ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
を
順
次
充
実
さ

せ
て
ゆ
く
こ
と
で
、
会
員
の
皆
様
に
こ
れ
ま
で

以
上
に
多
く
の
情
報
を
お
届
け
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
下
さ
い
。

（
記
／
溝
部
）


